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ついて検討した結果をまとめたものであり，緒言，本文 4 章および結論から構成されているO 緒言では，本研究の背
景，目的，およびその内容についての概略を述べている。
第 1 章では，ペルフルオロ化(p-ターフェニル) (F-OPP-3) およびペルフルオロ(p-クォーターフェニル)
(F-OPP-4) を合成し，まず諸物性を非フッ素化体と比較検討しているO ペルフルオロ化の効果として，最大光吸
収波長の短波長シフト，蛍光寿命の増大，蛍光量子収量の減少，酸化電位の高電位側のシフトを明らかにしている。








第 2 章では， 1- プロモ -2 ， 4 ， 6- トリフルオロベンゼンのグリニヤール試薬をニッケル触媒で、重合させて得





第 3 章ではポリ(ピリジンー 2 ， 6- ジイル)ならびにその 4 位にトリフルオロメチル基を有するポリ (4 -トリ





第 4 章では鎖状芳香族化合物の光触媒作用は中間に生成するラジカル種が重要な役割を果たすことに着目し，第 1-














(2) 可視光を吸収するフッ素化鎖状芳香族化合物を検討し，ポリ (2 ， 6 ージフルオロ -pーフェニレン)が優れた
可視光駆動光触媒作用を有することを明らかにしているO
(3) ポリ(ピリジン- 2 , 6- ジイル)の 4 位にトリフルオロメチル基を導入したポリマーに関してその可視光駆動
光触媒作用を明らかにし，光触媒作用を示すには鎖状芳香族化合物が必ずしもパラ体である必要のないことを明ら
かにしている。
(4) 鎖状芳香族化合物の光触媒作用は中間に生成するラジカル種が重要な役割を果たすことに着目し，本論文の 1 -
3 章で論じた含フッ素鎖状芳香族化合物の 3 量体に関して半経験的分子軌道計算を行い，光触媒作用の評価法とし
ての有用性を提示している。
以上のように本論文は，人工光合成系構築のための多くの知見と提案を含んでおり，エネルギ一変換材料化学の発
展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
